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　東南支部と東部支部が企画した「おつかレ
インボ

ー」。Ａさんは学校現場に講師として戻った元
組合員

のＢさんを誘って参加しました。参加した仲間
と久し

ぶりの再会を喜ぶとともに「また組合に入って
ね」の

お誘いに、Ｂさんは快く加入を決めました。

　また、組合から離れていたＣさんには支部の
担当者

が連絡をしました。Ｃさんは今の状況を話す中
で再加

入を決意しました。

　忙しい日常の中で「話したい」「聞いてほし
い」と

思っている人がたくさんいます。いろいろな会
話を糸

口に、あなたの周りでまず１人、仲間を増やす
とりく

みをすすめましょう！

労
働
学
校
新
春
学
習
会

労
働
学
校
新
春
学
習
会

おつかレインボーでおつかレインボーで
「再会」を喜ぶ「再会」を喜ぶ

戦
争
し
な
い
た
め
に
何
を

　

関
西
勤
労
者
教
育
協

会
は
１
月
７
日
新
春
学

習
集
会
を
開
き
、
石
川

康
宏
さ
ん
が
「
２
０
２

私
は
考
え
ま
す
。
石
川

さ
ん
は
２
０
２
３
日
本

平
和
大
会
で
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
の
発
言
を
紹

介
。「
け
ん
か
し
て

も
、
成
績
が
悪
く
て
も

『
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば

い
い
さ
』（
祖
父
）、
そ

の
意
味
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

当
事
者
の
言
葉
は
と
て

も
重
た
く
、
他
人
事
に

は
到
底
で
き
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

日
本
も
終
戦
前
ま
で

教
え
子
た
ち
を
戦
場
へ

送
っ
て
い
た
歴
史
を
考

え
る
と
、
憲
法
を
変
え

よ
う
と
す
る
動
き
や
軍

備
を
拡
大
し
て
い
る
現

在
の
情
勢
は
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

「
戦
争
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
」
で
な
く
、

い
ま
必
要
な
の
は
「
戦

争
し
な
い
た
め
に
何
を

す
る
か
」
を
考
え
る
こ

と
で
す
。
納
得
の
い
く

認
識
を
つ
く
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
私
は
労
働

学
校
で
学
び
続
け
ま

す
。（
Ｋ
）

　

大
阪
市
第
20
回
教
育

委
員
会
会
議
が
23
年
12

月
に
開
か
れ
報
告
42
号

「
令
和
４
年
度
児
童
生

徒
の
問
題
行
動
・
不
登

校
等
生
徒
指
導
上
の
諸

問
題
に
関
す
る
調
査
結

果
に
つ
い
て
」
を
案
件

と
し
ま
し
た
。
別
表
に

あ
る
よ
う
に
大
阪
市
の

不
登
校
は
増
え
続
け
、

中
学
校
で
は
在
籍
比
率

が
８
・
62
％
と
な
り
ま

し
た
。
40
人
学
級
で
は

３
・
４
人
と
な
り
ま

す
。
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、「
学
校
安
心
ル

ー
ル
の
活
用
に
よ
る
規

範
意
識
の
醸
成
」
に
よ

り
「
暴
力
行
為
発
生
件

数
」「
い
じ
め
認
知
件

数
」
は
全
国
よ
り
も
低

い
と
し
て
い
ま
す
が
増

加
傾
向
で
す
。「
同
調

圧
力
」
を
高
め
れ
ば
息

苦
し
く
な
り
不
登
校
が

増
え
ま
す
。

　

「
本
市
の
不
登
校
対

策
（
多
様
な
学
び
の
確

保
に
け
て
）」
と
し
て

心
和
中
学
校
（
24
年
４

月
開
校
）、
登
校
支
援

室
「
な
ご
み
」（
不
登

校
に
対
す
る
課
題
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
と

し
て
心
和
中
学
校
に
併

設
）
を
設
置
す
る
と
し

て
い
ま
す
。「
未
然
防

止
」
と
し
て
「
不
登
校

が
生
じ
な
い
魅
力
あ
る

よ
り
よ
い
学
校
を
」
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
小
学

校
３
年
生
か
ら
の
学
力

経
年
調
査
、
中
学
生
チ

ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
、
府
小

学
生
す
く
す
く
ウ
ォ
ッ

チ
を
教
育
課
程
の
中
心

に
据
え
、
テ
ス
ト
漬
け

サ
イ
ク
ル
を
継
続
し
、

「
競
争
圧
力
」
を
強
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
ス
ト
レ
ス
は
減
り

ま
せ
ん
。

　

一
方
、
精
神
疾
患
で

22
年
度
に
休
職
し
た
公

　

大
阪
市
総
合
教
育
会

議
が
23
年
12
月
に
開
か

れ
、「
大
阪
市
教
育
振

興
基
本
計
画
の
中
間
見

直
し
に
つ
い
て
」
を
議

題
と
し
ま
し
た
。
現
行

の
計
画
期
間
は
22
年
度

か
ら
25
年
度
。

　

目
標
値
の
上
方
修

正
、
取
組
み
継
続
、
新

た
な
観
点
で
の
取
組
等

立
学
校
の
教
員
は
６
５

３
９
人
で
、
過
去
最
多

を
更
新
し
た
し
た
こ
と

が
文
部
科
学
省
の
調
査

で
分
か
り
ま
し
た
。
年

代
別
で
は
在
籍
者
数
比

で
20
代
・
30
代
が
０
・

84
％
、
40
代
０
・
85

％
、
50
代
以
上
０
・
60

％
で
す
。

　

病
気
休
職
者
数
（
う

ち
精
神
疾
患
）は
、横
浜

市
２
０
６
（
１
６
４
）、

大
阪
市
１
９
８
（
１
６

５
）
で
、
精
神
疾
患
で

は
大
阪
が
政
令
市
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
立
学
校
の
22
年
度

の
新
任
教
員
の
採
用
倍

率
（
全
国
）
は
小
学
校

２
・
３
倍
で
４
年
連
続

で
過
去
最
低
を
更
新
。

大
阪
市
も
２
・
３
倍
で

す
。

特
別
休
暇
や
病
気
休
暇

の
有
給
化
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
と
り
わ
け
病

気
・
生
理
休
暇
の
有
給

化
、
病
気
休
暇
付
与
日

数
の
拡
大
に
つ
い
て

「
組
合
の
要
求
を
重
く

受
け
止
め
る
」
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
、
権
限
移

譲
に
よ
り
生
じ
た
学
校

園
職
員
の
賃
金
労
働
条

件
、
妊
娠
障
害
休
暇
の

不
利
益
解
消
、
再
任
用

職
員
の
一
時
金
支
給
率

の
改
善
、
保
育
士
、
幼

稚
園
の
独
自
給
料
表
が

府
内
の
他
市
と
比
較
し

て
著
し
く
低
い
給
与
水

準
で
、
人
材
が
他
市
に

逃
げ
る
問
題
を
厳
し
く

指
摘
、
残
さ
れ
た
課
題

の
引
き
続
き
の
協
議
を

求
め
ま
し
た
。

つ
い
て
１
カ
月
当
た
り

平
均
10
日
を
超
え
る
場

合
、
在
宅
勤
務
手
当
月

額
３
千
円
支
給
を
新

設
、
④
職
員
の
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
導
入
。

　

定
年
延
長
に
も
関
わ

り
55
歳
以
上
の
昇
給
停

止
廃
止
は
困
難
、「
教

職
調
整
額
の
見
直
し

は
、
指
定
都
市
教
育
委

員
会
協
議
会
で
『
実
態

に
即
し
た
制
度
設
計
と

確
実
な
財
政
措
置
を
講

じ
ら
れ
た
い
」
と
の
要

望
を
挙
げ
て
い
る
。
引

き
続
き
動
向
を
注
視
と

し
ま
し
た
。

　

市
労
組
連
は
、
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
で
は
な

く
人
員
を
増
や
す
こ

と
、
55
歳
以
上
の
昇
給

停
止
を
廃
止
し
、
60
歳

以
後
の
給
与
水
準
の
引

上
げ
、
非
正
規
職
員
の

　

市
労
組
連
は
１
月
18

日
団
体
交
渉
を
行
い
、

給
与
改
定
以
外
の
要
求

項
目
に
つ
い
て
市
側
が

回
答
し
ま
し
た
（
給
与

改
定
は
12
月
７
日
付
ニ

ュ
ー
ス
参
照
）。

　

①
育
児
職
免
を
小
学

校
６
年
生
ま
で
１
２
０

分
以
内
、
②
夏
季
休
暇

の
取
得
期
間
を
６
月
１

日
か
ら
10
月
31
日
の
期

間
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
③
テ
レ
ワ
ー
ク
を

３
カ
月
以
上
の
期
間
に

２月29日 18:30 国労会館

市内春闘宣言集会市内春闘宣言集会
「たたかってこそ労働組合」「たたかってこそ労働組合」
黒澤幸一さん（全労連）

振
興
基
本
計
画
見
直
し

振
興
基
本
計
画
見
直
し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
数
値
目
標

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
数
値
目
標

不登校児童・生徒在籍比率　　（％）
年度 小学校 中学校

全国 府 市 全国 府 市
2020 1.00 1.05 1.19 4.09 4.43 6.48
2021 1.30 1.46 1.47 5.00 5.35 7.59
2022 1.70 1.70 1.65 5.98 6.17 8.62

と
し
て
以
下
を
あ
げ
ま

し
た
。

●
不
登
校
の
対
応
―
心

和
中
学
校
（
不
登
校
特

例
校
）
設
置
な
ど
、
●

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
時
間
の
適
正
化
、
●

多
文
化
共
生
教
育
の
推

進
、
●
英
語
教
育
の
強

化
―
小
学
校
低
学
年
か

ら
の
英
語
教
育
、
●
総

合
的
読
解
力
育
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
―
総
合
的
な

言
語
活
動
を
通
し
て
、

読
解
力
を
中
心
と
し
た

思
考
力
・
判
断
力
。
表

現
力
等
を
育
成
、
年
間

指
導
計
画
を
24
年
度
作

成
、
25
年
度
実
施
、
●

理
科
教
育
の
推
進
、
●

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

学
力
の
向
上
（
全
国
学

力
テ
ス
ト
で
学
力
の
伸

び
悩
む
児
童
へ
の
支

援
）、
●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教
育
の
推
進
―

授
業
日
に
お
い
て
児
童

生
徒
の
８
割
以
上
が
学

習
端
末
を
活
用
し
た
日

数
が
、
年
間
授
業
日
数

の
半
数
を
超
え
た
学
校

の
割
合
の
数
値
目
標
75

％
、
●
デ
ー
タ
等
の
根

拠
に
基
づ
く
施
策
の
推

進
―
シ
ン
ク
タ
ン
ク
統

括
室
、
●
働
き
方
改
革

の
推
進
、
●
大
阪
市
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設

置
。

　

大
森
不
二
雄
特
別
顧

問
が
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
有

効
活
用
と
ス
マ
ホ
使
用

時
間
の
適
正
化
〜
言
語

力
・
思
考
力
の
向
上
の

た
め
に
〜
」、
西
村
和

雄
事
務
局
顧
問
が
学
力

テ
ス
ト
と
学
力
向
上
推

進
事
業
：
大
阪
市
方
式

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
さ

ら
に
進
め
、
学
力
テ
ス

ト
体
制
―
テ
ス
ト
漬
け

サ
イ
ク
ル
（
各
種
学
力

調
査
に
よ
る
学
び
の
検

証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確

立
）
を
強
化
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

出
席
し
た
校
長
か
ら

不
登
校
生
徒
に
は
個
々

の
ニ
ー
ズ
応
じ
た
対
応

必
要
で
困
難
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

育
児
職
免
小
学
校
６
年
ま
で

非
正
規
職
員
休
暇
改
善
を

市労組連

４
年
の
展
望
を
語
る
―

戦
争
か
平
和
か
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
ま
し

た
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を

観
て
い
る
と
、
暗
い
気

持
ち
に
な
る
も
の
が
多

く
あ
り
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
た
ち
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
戦
争

の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
日

本
か
ら
離
れ
た
遠
い
国

の
出
来
事
で
は
な
い
と

教員休職（精神
疾患）政令市最多

不登校 続増 国５.98 府６.17 市８.62
（中学校在籍比率％）


